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平成29年1月26日（木）　　　司会：慶長　孝太・記録：馬場　勇治
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・人材紹介褒賞金制度について、法人で働く人材を確保するために、入職者を紹介した職員に褒賞金を支給される制度が始まるとのこと。対象は事務職以外の専門職であり金額は50,000円(入職20,000円、本採用30,000円)であるとのこと。

・本日、八戸市保健所管内でインフルエンザ注意報が発令されたとのこと。
・第7回院内研修　1/25(水)26(木)17:30～
場所:メンタルケア病棟3F会議室　テーマ:｢医療現場における安全管理｣講師:前田JGM　　　　※当日の出欠予定の記入を各自で入力すること。また、実施場所が変更となっている為、注意すること。

・1/27（金）立入り検査実施予定。書類の確認作業を進めているが、記録記載後にチェックをしていても記載忘れが見られることや、字が汚く読めない箇所がある。今後、各自チェックをする目的を理解し、記載忘れがないよう、字に関しては誰が見ても分かるように対応していくこと。

・1月月報の締め切りが2/1(水)17：00までとなっている。期日を守り、小嶋SGMまで報告すること。

・利用者情報に変更がある際は、1/30(月)までにデータベースを更新すること。
・今後、朝外来の申し送りを受ける際に、薬局スタッフへ当日の薬の受け取りが誰であるかの情報提供を行うこと。

＜利用者様情報＞
デイケア
・久保　興介　様～本日体験利用している。ギターを弾いて過ごしていたが、弾く場所についてスタッフから説明を受けた時に、混乱したと話している。今後、正式利用に関して、もう少し慣れてからにするとのことで、来週にまた体験利用をする予定であると話している。

・根地戸　恵　様～栄養指導のプログラムに関し、火曜日と木曜日にてグループに分け、同じ内容を行っていることを知らず、本日の参加者にプログラム内容について以前行ったことを確認している。他参加者より、行っていないと言われ、他参加者が嘘をついていると、様々なスタッフに話している。スタッフより栄養指導のプログラムについて、説明し勘違いであることを伝えている。

・竹洞　聡　　様～本日利用日であり、欠席の連絡なく来所もしておらず、電話連絡をしている。欠席の理由に関し尋ねると先日内定した職場に行っていたと話している。仕事に関して、自身で判断し就職活動を行っている様子があるため、今後、本人様・病院と情報共有を進めていく。

・二川目　健治様～本日、特定相談員より電話連絡があり、事前に病院SWと話していたデイケア利用日と、昨日面談した際に本人より報告のあった内容に相違があり、デイケアにて本人より担当スタッフへ話があったかを確認する内容であった。病院SWとの話し合いでは、利用日を１週間に1日にする予定であったが、昨日の本人からの報告では１ヶ月に1日に変更になると話している。本人より、デイケアにて利用日変更の話をすることはなかったことを伝えている。今後1/30(月)12：30頃に本人と特定相談員とで面談する予定であるとのこと。

デイナイトケア
・稲垣　フキ　様～本日、鹿内内科受診の為、欠席となっている。受診時の様子では熱はなく、悪化予防の為、マスクを着用するよう医師より説明を受けていると青風荘より情報提供がある。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、本人より少量の便がでたことを報告していたとのこと。本日デイナイトケアにて9：15にトイレに行っており、本人より排泄状況を尋ねると「硬い便がいっぱい出た」と話している。残便感があるとのことで引き続き排泄状況を確認していく。

・板橋　利美　様～青風荘より情報提供があり、風邪症状があるとのことで昨日よりPL配合顆粒が処方になっているとのこと。デイナイトケアにて検温すると36.4℃となっており、発熱はないが、痰が出ると話している。引き続き症状に変化がないか様子を観察し、悪化が見られる際には休養を促していく。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、多弁であったとのこと。デイナイトケアでは本日が自身の誕生日であることをスタッフに表情良く話している。多弁ではあるが、不機嫌さはなくトラブルなく過ごしている。

ナイトケア

・村上　元道　様～先日眠れなくなることがあったとの報告があり、状況を質問。昨日は大丈夫だったとのことで、担当医にも相談しており、様子を見てみることにしたとのこと。何か変化を感じた際には相談し、早めに対処するよう促すと「そうするよ」と話している。ナイトケアにて眠気を訴えることや居眠りはなく過ごすことができている。

＜外来情報＞

・冨田　紀子様～訪問看護が中止となり、外来受診が毎週となる。人形作りは順調だと報告している。
・奥山以依子様～青風荘の報告書に脈略なく話をすると書かれている。診察中も話が飛んでおり、医師との会話は成り立っていない。
・船場　幸子様～ナパゲルンは膝に塗っているとのこと。特に変わりなく、めまいもないことを報告している。
・久慈　邦夫様～風邪でデイケアを休んでいることを報告している。PLが7日分処方となっている。
・中居美津子様～ジプロフェナクが以前処方となり、2週間分の処方となっていたはずが1週間分しかなかったと話している。「八木橋のストーカーはまだ続いている」、「彼の症状が悪いのでは」と話している。セルリアンの仕事については精神的に疲れ、メンテナンスは体力的に疲れると話している。
・鹿原　博夫様～食事や睡眠について聞かれると「はい」と答え、オウム返しのような返答をしている。
・前野　勝義様～毎回番号札を呼ばれても1度で気付かず、3回位で気付くことが多い。腰が痛いと話し、鎮痛剤が処方となっている。

・若松　邦生様～特に変わりないと話している。

＜事例検討会＞
カンファレンスシート（高阪　博英様）

実施日：H29年1月26日（木）13：30～14：00

参加者：慶長、馬場、藤田、佐々木

検討内容　

	氏名
	高阪　博英
	性別
	男
	年齢
	62
	生年月日
	S29年　8月 21日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	肝硬変・食道静脈瘤・慢性膵炎・C型肝炎、糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	断酒の継続

	本人希望
	再飲酒せずに、現在の生活を続けたい。

	家族希望
	未聴取

	入院歴
	計5回（最終：H26年3月11日～H26年4月24日）

	通所歴
	4回目

· 前回：H25年6月28日～H26年3月11日

· 今回：Ｈ26年5月2日～現在　　（週3回/月、火、金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅・単身生活
	家族構成








保護者：妹

	利用制度
	手帳　なし
	
	他　生活保護、自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再飲酒なく、現在の生活を維持する。
	①ストレスを上手く発散し、悩みや不安があれば言葉にして伝える。


	①医師、デイケアスタッフに悩みや不安があれば伝える。


	①医師から言われたことや今気になっている事、不安に思っていること等があれば定期的に面談を通して確認していく。



	
	②糖尿病の悪化、体重の増加を防ぐ為に、運動をするように心掛ける。
	②デイケアと自家用車の往復やラジオ体操では体を大きく使うことを心がけ、運動量を増やす。また、糖尿病の悪化をふせぐために、食事（量、食べ方）に気を配る。
	②-1⇒運動を避ける傾向や参加しても動きが小さいことがあるため、体を大きく動かすことができるように声を掛けていく。

②-2⇒食事に気を付けることができる意識を保つために、定期的に食事内容の確認をしていく。また、血糖値の急上昇にも気をつけることができるように、食べ方の順番に気をつけるように伝え、出来ていたら評価をする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①医師、デイケアスタッフに悩みや不安があれば伝える。


	冬期で通所が大変であることから、隔週で三沢のデイケアの利用を考えており、担当スタッフやみさわとの兼任スタッフに相談をしている。悩みや不安については報告はないが、医師と季節的に打つ傾向が強まる話をしている。おどけた態度や笑っていることが多い為気付かれにくいタイプであると思われるが、再飲酒の要因は対人面のトラブルであることがあり、ストレスは抱えやすいことが考えられる。
	短期目標は継続する。定期的に面談を通して、“悩み”や“不安”というテーマから入るのではなく、近況から確認し、気になることを拾って対応していく。

	②デイケアと自家用車の往復やラジオ体操では体を大きく使うことを心がけ、運動量を増やす。また、糖尿病の悪化をふせぐために、食事（量、食べ方）に気を配る。
	仲の良い利用者に注意されたこともあり、車の駐車スペースを守り、青陽館と駐車場の往復をしている。また、一度注意をしたあとからラジオ体操では比較的体を大きく使っている。しかし、エアロビクスなどの運動強度の高いものには参加せず、運動量自体は少ない。外食をすることもあるが、自宅では野菜を摂るようにしたりと食事に気を遣っている様子は窺える。しかし、食べ順までには気を配ることが難しいようであるため、食べ順に気を付けるように声を掛けていく。
	関わり方のポイントととして“誉める”ことが有効であると考える。以前、デイケアでの立ち位置や利用者との関わりで誉めると「そんなこと言われたことがないからうれしい」と話している。食事や運動で気を配るモチベーションを保つためにも、褒めながら関わっていく。


→現状として問題がないため、今後も同計画を実施していく。
